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平成 20年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損に関するお知らせ 
 
平成 20年３月期第３四半期末において、当社の保有する投資有価証券のうち、時価が著しく下落し、
その回復見込があると認められないものについて、減損処理による投資有価証券評価損を計上するこ

とといたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１． 平成 20年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 

①連結 

（Ａ）平成 20年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 170百万円 

（Ｂ）平成 19年３月期 純資産額 
   （Ａ／Ｂ×１００） 

29,069百万円 
（0.6％） 

（Ｃ）過去５連結会計年度の経常利益の平均額 
   （Ａ／Ｃ×１００） 

2,112百万円 
（8.1％） 

（Ｄ）過去５連結会計年度の当期純利益の平均額 
   （Ａ／Ｄ×１００） 

644百万円 
（26.5％） 

 

②個別 

（Ａ）平成 20年３月期第３四半期末の投資有価証券評価損の総額 170百万円 

（Ｂ）平成 19年３月期 純資産額 
   （Ａ／Ｂ×１００） 

25,936百万円 
（0.7％） 

（Ｃ）過去５事業年度の経常利益の平均額 
   （Ａ／Ｃ×１００） 

1,053百万円 
（16.2％） 

（Ｄ）過去５事業年度の当期純利益の平均額 
   （Ａ／Ｄ×１００） 

213百万円 
（80.0％） 

 

（ご参考）当社グループ及び当社の決算期（連結会計年度及び事業年度の末日）は、３月 31日です。 

 

２． 今後の見通し 

 上記の投資有価証券評価損については、平成 20年３月期第３四半期において特別損失として計上い
たしました。また、当期決算（平成 20年３月期）においては、当該損失につき、年度決算期末日の市
場株価にて洗替を行います。なお、平成 20年３月期の通期連結（個別）業績予想につきましては、平
成 19年 11月 16日発表から変更はありません。 
 

以  上 


